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ボヘミア連合および連合規約に関する研究としては，まず 1930 年代の R. スタンカ（Rudolf 
Stanka）の研究が挙げられる。ボヘミア連合規約に関する専門的な研究を初めて行ったのがこのス
タンカであり，彼は連合規約に先駆的な規定を見出し，その重要性を強調した 4。そして，近世ヨーロッ
パの諸身分に対する再評価が始まった 1980 年代には，W. ベッカー（Winfried Becker）が身分制国
家の形成事例として，ボヘミア連合規約を検証している 5。ベッカーは連邦規約に見られる連邦制や
立憲主義，多宗派の容認といった規定の先駆的な性格を指摘しつつも，それ以前の時代からの連続


















































































こうして，ボヘミア王冠諸邦には，諸身分を主体とした新しい国家が成立し，8 月 16 日には上下オー
ストリアがこれに合流を果たした。






























































ミア連合が掲げた「1609 年の勅書」とは，1575 年につくられた「ボヘミアの信仰告白（Confessio 
Bohemica）」に承認を与えたものである 23。聖杯派，兄弟団，ルター派が共同で作成したこの信仰告
白は，1530 年の「アウクスブルクの信仰告白」を模範としていた。非カトリック諸身分は，出来上


































ボヘミアの反乱を捉え直している 28。この 3 国間では，1342 年から 1526 年までの期間に，いずれ





























































































































ボヘミア連合そのものが消滅する結果となった。実は，ジグムント 3 世は 1613 年に皇帝マティア
スとの間に友好条約を結んでおり，そこには臣民の反乱が起こった場合には互いに軍事支援を行い，





1620 年 2 月にはハンガリーにおける支配権の承認を条件に，皇帝フェルディナント 2 世との間に休



































うして 1620 年 11 月 8 日，プファルツ選帝侯の宰相であるアンハルト候率いるボヘミア連合軍約 2





この一戦での敗北は，ボヘミアに重大な結果をもたらした。1621 年 6 月に，反乱の首謀者として

























































1　 ボヘミア反乱の背景について詳しくは，Václav Bůžek, From Compromise to Rebellion: Religion and Political Power 
of the Nobility in the First Century of the Habsburgs’ Reign in Bohemia and Moravia. In: Journal of Early Modern 
History （Vol. 8, No.1/2, 2004）．
2　 聖杯派はボヘミア住民の大部分が属した穏健的フス派であり，兄弟団はフス派戦争初期に急進的フス派のターボル
派から分離した聖書の実践と非暴力を掲げる少数派である。聖杯派に関しては，Z. V. David, Finding the middle 
way: the Utraquists’ liberal challenge to Rome and Luther （Washington, D. C., 2003）．兄弟団に関しては，Craig D. 
Atwood, The Theology of the Czech Brethren from Hus to Comenius （Pennsylvania, 2009）．
3　 Bůžek, From Compromise, pp.37-38.
4　 Rudolf Stanka, Die böhmischen Conföderationsakte von 1619 （Kraus Reprint, 1965）．
5　 Winfried Becker, Ständestaat und Konfessionsbildung am Beispiel der bӧhmishen Konfӧderationsakte von 1619. In: 
Politik und Konfession. Festschrift für Konrad Repgen zum 60. （Berlin, 1983）．
6　 Joachim Bahlcke, Modernization and state-building in an east-central European Estate’s system: the example of the 
Confoederatio Bohemica of 1619. In: Parliaments, Estates and Representation （17:1, 1997）， pp.62-63.
7　 窓から投げ落とされたカトリックの統治代理人ヴィレーム・スラヴァタとヤロスラフ・マルティニツ，書記のファ
ブリツィウスの 3 名は，運よく落命を免れた。スラヴァタを始めとするボヘミアのカトリック有力貴族に関しては，R. 
J. W. エヴァンズ著，中野春夫訳『魔術の帝国：ルドルフ 2 世とその世界』平凡社，1988 年，54 － 57 頁。
8　 「弁明」の内容に関しては，Tryntje Helfferich, The Thirty Years War: a documentary history （Indianapolis, 2009）， 
pp.20-30.
9　 この 1 万 6 千という数値は，30 万といわれる三十年戦争最盛期のスペイン軍の兵力などと比較すると微少に思われ
るが，スペインからの独立闘争の渦中にあった 1590 年代のネーデルラントの兵力にしても 2 万程度であった。B. S. 
ホール著，市場泰男訳『火器の誕生とヨーロッパの戦争』平凡社，1999 年，322 － 328 頁。




12　 連合規約の成立過程について詳しくは，Becker, Ständestaat, pp.82-83.
13　 非カトリック貴族が官職から排斥された政治状況に関しては，Bůžek, From Compromise, p.37.
14　 Bahlcke, Modernization, p.70. 薩摩秀登著『プラハの異端者たち：中世チェコのフス派にみる宗教改革』現代書館，
1998 年，260 － 261 頁。
15　 国王候補としてはフリードリヒの他にも，デンマーク王，ザクセン選帝侯，サヴォワ公，トランシルヴァニア侯な
どの名前が挙がっていた。Helfferich, The Thirty Years War, p.6.
16　 J. V. Polišenský, War and Society in Europe 1618-1648 （Cambridge University Press, 1978）， p.60.
17　 国王候補には，仏王弟アンジュー公や英女王エリザベス 1 世などが挙げられていた。ネーデルラントの独立過程に
関しては，川口博著『身分制国家とネーデルランドの反乱』（彩流社，1995 年）を参照。
18　 Polišenský, War and Society, p.58. 薩摩『プラハの異端者たち』，261 頁。
19　 Bahlcke, Modernization, p.72. アルトジウスについては，オット ・ーフォン・ギールケ著，笹川紀勝他訳『ヨハネス・
アルトジウス：自然法的国家論及び法体系学説史研究』（勁草書房，2011 年）を参照。
20　 Becker, Ständestaat, pp.77-80.
21　 例えば，1440 年の国王選挙では，バイエルン大公アルブレヒトを選出したボヘミアに対し，シレジア，ラウジッツ，
モラヴィアは先王の遺子ラディスラフの継承を求めて対立した。また，名高い「ハプスブルク家の兄弟喧嘩（1608
－ 1611 年）」では，ボヘミアとシレジアが兄ルドルフ 2 世側に付いたのに対し，モラヴィアは弟マティアス側に付
いて争った。
22　 議会の権限に関しては，Becker, Ständestaat, p.79.




『プラハの異端者たち』，245 － 256 頁。
25　 薩摩『プラハの異端者たち』，160 頁。
26　 協定は 31 年の期限付きで成立したが，1512 年に無期限の基本法に改められた。David, Finding, pp.202-205.
27　 皇帝フェルディナント 1 世の働きかけにより，教皇庁は 1564 年に協約を再承認した。しかし，1567 年にボヘミア
諸身分は自ら協約を領邦台帳から削除し，より広範な信仰の自由の獲得に乗り出した。Bůžek, From Compromise, 
p.34.
28　 「ヤゲロニアン・ヨーロッパ」という用語は，ポーランドの歴史家ルソツキ（S. Russocki）の造語である。Inge 
Auerbach, The Bohemian Opposition, Poland-Lithuania and the Outbreak of the Thirty Years War. In: Crown, 
Church and Estates: Central European politics in the sixteenth and seventeenth centuries （London, 1991）， pp.196-
225.
29　 ワルシャワ連盟協約とヘンリク条項に関しては，小山哲「ワルシャワ連盟協約の成立―16 世紀のポーランドにお
ける宗教的寛容の法的基盤―」（『史林』第 73 巻第 5 号，1990 年，722 － 757 頁）を参照。
30　 Bahlcke, Modernization, p.61.
31　 宗派化をめぐる議論に関して詳しくは，踊共二「宗派化論─ヨーロッパ近世史のキーコンセプト─」（『武蔵野大学
人文学会雑誌』第 42 巻 3・4 号，2011 年，270 － 221 頁）を参照。
32　 Bůžek, From Compromise, p.42.
33　 ハンガリーは 1541 年以降，ハプスブルク家が有する王領ハンガリー，オスマン帝国領ハンガリー，東ハンガリー
王国（トランシルヴァニア侯国の前身）の三国に分裂していた。ベトレン・ガーボル（ハンガリー人のためベトレ
ンが姓で，ガーボルが名）は熱心なカルヴァン派信者であり，プロテスタントの保護を名目に王領ハンガリーへと
侵攻した。Polišenský, War and Society, p.61.
34　 C. V. ウェッジウッド著，瀬原義生訳『ドイツ三十年戦争』刀水書房，2003 年，111 頁。
35　 J. V. Polišenský, The Thirty Years’ War. In: Past & Present （No.6, 1954）， pp.35-37.
36　 ウェッジウッド『ドイツ三十年戦争』，70 頁。
近世ボヘミアにおける独立の試み　―ボヘミア連合の成立背景と実態に関する一考察―（市川）254
37　 この 5 万グルデンという援助金の額は，三十年戦争期の傭兵部隊の一般的な兵卒の月給（6 グルデン）から概算す




ン），プロテスタントが 3（プファルツ，ザクセン，ブランデンブルク）で拮抗していた。Polišenský, The Thirty 
Years’ War, p.38.
39　 新教同盟はフリードリヒの父が 1608 年に結成したプロテスタント諸侯の同盟であるが，盟主がカルヴァン派であっ
たため，ルター派諸侯の結束を欠いていた。
40　 バイエルン大公は選帝侯位の獲得を悲願としていた。フェルディナント 2 世の提示した条件に出し惜しみは見られ
ず，所領の大半を奪われた皇帝が窮地に立たされていたことが窺われる。Helfferich, The Thirty Years War, p.8.
41　 Polišenský, War and Society, p.59.
42　 Helfferich, The Thirty Years War, pp.8-9.
43　 ウェッジウッド『ドイツ三十年戦争』，118 頁。
44　 チェフはチェコ人の，レフはポーランド人の始祖と言われる。この時代に，すでに汎スラヴ的な発想が見受けられ
る点は興味深い。Auerbach, The Bohemian Opposition, p.210.
45　 Auerbach, The Bohemian Opposition, p.209.
46　 トゥルン伯は二度にわたりウィーン包囲を行ったが，二度とも攻略には至らなかった。Polišenský, War and 
Society, p.62.
47　 Polišenský, War and Society, p.63.
48　 ウェッジウッド『ドイツ三十年戦争』，126 頁。
49　 Polišenský, War and Society, p.64.
50　 ボヘミアへの処分と改定領邦条例に関して詳しくは，R. J. W. Evans, The making of the Habsburg Monarchy 1500-
1700 （Oxford University Press, 1979），pp.198-199.
51　 亡命者の中には，近代教育学の父と言われるコメニウスなど，多くの知識人・芸術家が含まれており，人材の流出
はボヘミアに文化・芸術面でも大きな損失をもたらした。コメニウスは兄弟団の長老の一人でもあった。Atwood, 
The Theology of the Czech Brethren, pp.327-365.
